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須賀川市立小塩江中学校 学校たより No．２４   平成２７年 ３月２７日 

 

 

 

 

学校内の草花（３月） 

【教育目標】 健康（心身を鍛え根気強い生徒） 友愛（親切で協力する生徒） 進取（すすんで学び合う生徒） 

―ごあいさつ―  一年間の終わりにあたって 

桜の芽も膨らみ始め、春の訪れを感じます。皆様におかれましてはますますご健勝にてお過ごしのこととお喜び申し上げます。 

 さて、平成２６年度の教育活動も無事終わりました。この一年、職員一丸となって教育活動に取り組んでまいりました。おかげさ 

まで、日々の生活・授業の中で心豊かな人間性の育成や学力の向上を図ることができました。また、対外的な行事等において 

も多くの成果を修めることができました。これもひとえに皆様のお力添えがあったからこそと、改めて感謝申し上げます。 

去る３月１３日は卒業証書授与式を挙行、３月２３日は終業式を実施しました。卒業証書授与式では、多くのご来賓の皆様にご臨席いただ

き、１５名の子どもを無事卒業させることができました。平成２７年度は５名の新入学生徒を迎え、小塩江中学校は３１名でスタートする予定で

す。引き続き子どもたちを温かく見守り、折にふれ、声をかけ励ましていただきたくお願いいたします。二本松市立渋川小学校長 菅野 哲哉 

―感動の卒業式― 

 感動の卒業式をありがとう。証書を渡すとき、くもりのない純粋な目で見つめられたら涙が止まらなくなっ

てしまいました。１５名全員が希望する高等学校進学を果たし、４月から皆さんは高校生です。小塩江中

職員、生徒一同皆さんの素晴らしい活躍を祈っています。以下に卒業生代表生徒の答辞抜粋文を掲

載しました。卒業証書授与式の様子や送辞、答辞全文は本校HPをご覧ください。 

＜答辞＞ －抜粋－                                          卒業生代表 吉田有香 
今日の良き日、私たち十五名は晴れの卒業式を迎えることができました。 

今思えば中学校生活はあっという間に過ぎてゆき、友の顔は三年前のまだ幼かった表情から自分の未来を見据える 

大人びた表情になっています。数え切れないほどの思い出の全てが、つい昨日のことのように鮮明に浮かび上がって 

きます。このような充実した学校生活を送ることができたのも、たくさんの支えがあったからです。 

私が中学一年生だったころ、卒業する先輩から「小塩江中学校は小規模校ならではの伝統やすばらしいところがた 

くさんある」と教えてもらいました。それから二年あまりが過ぎ、まさにその通りだったと思います。小学校からの 

変わらない仲間も、先生と生徒の仲の良い光景も、小塩江中学校で過ごした全てが、この学校の良さであり、私たちの誇りです。三年生のみん

なには言いたいことが、伝えたいことがたくさんありすぎて、上手くまとまりません。ただ、たくさんのありがとうを伝えたいのです。楽しい

日々をありがとう。たくさんの笑顔と笑いをくれてありがとう。笑顔を向けると、笑顔を返してくれるみんなのことが、大好きです。その感謝

の気持ちを込めて、今日は、いつもの笑顔で卒業しましょう。みんなと出会って過ごした日々は、私の青春でした。本当にありがとう。 

この色あせることのない思い出と共に、新しい一歩を踏み出し、進みゆくことを誓い、答辞といたします。 



 
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この一年間を振り返ると、まず健康面は１、２学期は休みが多かったですが、体力がついたおかげで３学期はみんな元気に登校でき、全員が無遅

刻、無欠席でした。友達や先輩とは全体的に仲良く生活できていたと思います。ただ、先輩に後輩として失礼なことをしてしまったこともあり、反

省しています。同級生とはいたずらが過ぎてしまうことがあったので気を付けたいです。学習では、家庭学習の習慣が身に付き、自主学習ノート全

員提出の日が増えました。テスト前には開始直前まで教科書を開き、問題を出し合ったりして学習に対する意識も高まりました。 

４月からいよいよ２年生になります。学習でも生活でも後輩の手本になれるよう頑張ります。（１年 原  俊輔くん） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

まずクラスのことを振り返ってみると健康面では欠席者が少なくよかったと思います。ただ、友達同士の言葉づかいが悪いこと、授業での発言は

多いものの家庭学習の時間が少なく、課題の提出率が悪いことを改善していきたいと思います。 

私個人のこの一年を振り返ってみると、反省点として、健康面では風邪をひいてしまったことがあり、予防をしっかりしないといけないと思いま

した。また、家庭学習の時間が短かったので、苦手なことを中心に家庭でも学習に積極的に取組まなければならないと思いました。よかったことは、

友達と文化祭などのたくさんの行事で協力して活動できたことです。 

４月から受験生なので、健康に気を付けて生活し、学習を進めていきたいです。１３人一緒に生活する最後の一年なので、一日一日を大切に過ご

していきたいです。（２年 二瓶 彩香さん） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

この一年間の生徒会活動を振り返ってみると、よかったことは話し合いを順序よくできたこと、あいさつ運動、募金活動をしっかりできたことで

す。話し合いを真剣にしたことで、行事などの運営をうまく進めることができました。また、募金活動では、生徒ばかりでなく先生方にも協力して

もらい、感謝状をいただくことができました。 

改善するところは、市旗の高揚と降納を忘れないことです。また、あげる時間が遅くなったり下げることを忘れたりするので、声をかけ合いなが

らみんなで協力していきたいです。（生徒会 ２年 安藤 優可さん） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 堂々と発表する代表生徒（左から 原 俊輔くん（1年） 二瓶彩香さん（２年） 安藤優可さん（２年））と体育館で最後の校歌を歌う生徒（右） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

     
○ 皆勤賞（３年間 無遅刻・無欠席・無早退）  藤田 直也  吉田 有香（以上３年） 

○ 精勤賞（１年間 無遅刻・無欠席・無早退）  大河内望未  大槻 千明  塩田  陽  橋本 実幸  渡邉 咲良（以上１年） 

                        安藤 優可  橋本 侑香  溝井 智絵  山田 愛実（以上２年） 

                        會田悠一郎  大和田尚輝  相楽 秀也  佐久間奈  々  佐久間 萌  芳賀 綾音 

吉田 悠一（以上３年） 

 

                   

お知らせしましたとおり、この度の人事異動により３名の職員が異動することになりました。皆様、お世話になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

大変お世話にな

りました。子どもの

笑顔に支えられ、充

実した２年間を過

ごすことができま

した。新任地よりHP

をのぞきながら子

どもの活躍と小塩

江中学校の発展を

祈っています。 

小塩江中を最後

に教員生活を終え

ることになりまし

た。素敵な小塩江中

の子どもたちに出

会え、楽しく過ごす

ことができ、感謝の

気持ちで一杯です。

６年間お世話にな

りました。 

 小塩江中の２年間

はあっという間でし

た。楽しく充実した

毎日でした。保護者

の皆様に感謝の気持

ちでいっぱいです。

小塩江中のますます

の発展を祈っていま

す。ありがとうござ

いました。 

３月２３日（月）には修了証書授与式を体育館で実施し、１，２年生、それぞれの代表生徒に修了証書を手渡しまし 

た。校長が「「２年生はいよいよ最高学年。１年生は早いもので２年生。今年よりも来年さらに成長できるよう、そし 

て、中学校生活がますます充実したものになるよう春休みには、この一年間を振り返り、改善点を整理して来年度に生 

かせるようにしてほしい。また、新しく入ってくる新入生を迎え入れ、先輩として尊敬されるように頭と気持ちの準備 

をしてほしい」という話をしました。また、この修了証書授与式がこの体育館で行う最後の行事でもあることにも触れ、 

名残を惜しむ機会を設けました。４月からは新体育館「小塩江みらいアリーナ」で学習や部活、行事を行います。今か 

らとても楽しみです。 

以下は修了証書授与式の際の代表生徒の作文発表（抜粋）です。ご一読ください。                  ▲ 修了証書授与 



 


